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『
夢
枕
に
、
七
福
神
が
宝
船
に

乗
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
と
、
福
が
さ

ず
か
る
』
と
い
い
ま
す
。
七
福
神

の
七
福
と
い
う
の
は
愛
敬
富
財
・

芸
道
富
有
・
人
望
福
徳
・
有
福
蓄

財
・
勇
気
授
福
・
清
廉
度
量
・
延

命
長
寿
の
七
つ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
布ほ

袋
尊

て
い
そ
ん

・
弁
財
天

べ
ん
ざ
い
て
ん

・
福
禄
寿

ふ
く
ろ
く
じ
ゅ

・
大
黒

だ
い
こ
く

天て
ん

・
毘び

沙
門
天

し
ゃ
も
ん
て
ん

・
恵
比
寿

え

び

す

尊そ
ん

・
寿じ

ゅ

老
神

ろ
う
じ
ん

（
寿
老
人
）
の
七
福
神
が
分

担
し
て
い
ま
す
。
こ
の
七
福
神
の

安
置
し
て
あ
る
社
寺
を
巡
拝
す
る

の
が
七
福
神
め
ぐ
り
と
い
い
ま
す
。

七
福
神
め
ぐ
り
の
歴
史
は
古
く
、

室
町
時
代
に
京
都
で
始
め
ら
れ
た

と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。

江
戸
（
東
京
）
で
は
、
谷
中
七
福

神
め
ぐ
り
が
始
ま
っ
た
の
が
１
番

古
い
と
い
わ
れ
、
江
戸
時
代
中
期

で
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
何
度
か
進
退
を
繰

り
返
し
ま
し
た
が
、
平
和
が
定
着

し
た
昭
和
30
年
以
降
、
古
い
コ
ー

ス
の
復
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ

し
て
加
速
的
に
全
国
に
広
が
り
、

昭
和
50
年
以
降
は
毎
年
数
コ
ー
ス

が
創
設
さ
れ
、
今
で
は
北
海
道
か

ら
沖
縄
県
ま
で
１
０
０
コ
ー
ス
以

上
が
あ
る
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
あ
た
り
で
は
、
上
総
七
福

神
め
ぐ
り
と
い
う
コ
ー
ス
が
あ
り
、

恵
比
寿
尊
と
布
袋
尊
が
富
津
市
の

寺
院
に
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

恵
比
寿
尊
は
、
八
幡
（
佐
貫
）

の
圓
鏡
寺
に
あ
り
ま
す
。
本
堂
の

左
の
階
段
を
上
り
、
住
職
夫
妻
の

銅
像
か
ら
さ
ら
に
階
段
を
上
り
詰

め
る
と
お
堂
が
あ
り
、
そ
の
中
に

祭
ら
れ
て
い
ま
す
。

イ
ザ
ナ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
の
第
３
子

蛭ひ
る
子こ

尊そ
ん

、
ま
た
は
事
代
主
神
（
こ

と
し
ろ
ぬ
し
の
み
こ
と
）
と
も
い

い
、
出
雲
の
国
つ
く
り
の
神
で
あ

る
大
国
主
命
（
お
お
く
に
ぬ
し
の

み
こ
と
）
の
御
子
と
も
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
鯛
と
釣
り
ざ
お
を
持

っ
た
姿
は
「
釣
り
し
て
網
せ
ず
」

と
い
う
こ
と
で
、
暴
利
を
む
さ
ぼ

ら
ぬ
清
廉
の
心
を
象
徴
し
て
い
る

と
い
わ
れ
、「
商
売
繁
盛
」
の
福

神
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
ま
す
。

布
袋
尊
は
、
竹
岡
の
不
動
院
に

あ
り
ま
す
。
本
堂
の
入
り
口
の
階

段
を
あ
が
る
と
右
に
お
堂
が
あ
り
、

そ
の
中
に
祭
ら
れ
て
い
ま
す
。

中
国
五
代
の
こ
ろ
実
在
し
た
契か

い

比し

と
い
う
高
僧
の
姿
と
も
い
わ
れ
、

大
量
を
表
現
し
堪
忍
と
和
合
を
教
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案内板あり 

案内板あり 

案内板あり 
丸和建材 G.S

G.S
127

マルミ健材 

館山方面 

新舞子海岸方面 

さぬき駅 

J R 内 房 線 

大貫方面 

鹿野山方面 

圓
鏡
寺 

君
津
方
面 

これからの千葉県がこのようになってほしい、ここを改善したらも
っとよくなるなど・・・堂本知事と意見交換をしてみませんか。参加
を希望する人は、下記の要領で申し込みをしてください。
日　　　時 ３月16日�午後２時～３時30分
場　　　所 富津公民館ホール
募 集 人 員 300人程度（申し込み多数の場合は先着順とします）
申 し 込 み 「千葉なの花県民会議参加希望（富津市）」と明記の上、
氏名、郵便番号、住所、年齢、性別、職業、電話番号（FAXで申し
込みの人はFAX番号）、勤務先または学校名とその住所（市内在住
の人は不要）を記入し、はがき・FAX・Ｅ-mailで。電話も可
（土・日・祝日を除く午前９時～午後５時まで）。
申し込み先・ 県庁広報課県民センター室「千葉なの花県民会議」係、
〒260－8667（住所不要）�043・223・2246、�043・227・3613
Ｅメール　kouhou2@ml.pref.chiba.jp

堂堂堂堂本本本本知知知知事事事事とととと語語語語りりりり合合合合おおおおうううう
圓 鏡 寺

127

富津竹岡 
I.C

開通 
竹岡小学校 

文 

案内板あり 

不
動
院 

案内板あり 

竹岡ゴルフ 

湊方面 ラーメン屋 
梅の家 

スーパー 
三四郎 

富津竹岡 
I.C入口 

G.S

金谷方面 

不 動 院

福
を
も
た
ら
す
神
様
た
ち

福
を
も
た
ら
す
神
様
た
ち

え
て
い
ま
す
。
日
常
生
活
用
具
を

入
れ
た
と
い
う
大
き
な
袋
を
背
に

し
て
杖
を
持
ち
、
大
き
な
腹
を
出

し
て
、
団
扇

う
ち
わ

を
手
に
し
た
愛
き
ょ

う
の
あ
る
す
が
た
で
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。
全
国
を
遊
行
し
、
人
の

運
命
や
天
候
を
予
知
し
た
と
い
わ

れ
、
子
ど
も
と
遊
び
、
楽
天
的
な

和
尚
と
し
て
「
愛
敬
富
財
」
の
神

と
し
て
い
ま
す
。

八幡358�66・0759

竹岡364�67・8411

《布袋尊（不動院）》 《恵比寿尊（圓鏡寺）》

※
七
福
神
が
祭
ら
れ
て
い
る
お
堂
は
、

閉
ま
っ
て
い
る
と
き
が
あ
り
ま
す
。
た

ず
ね
る
時
は
事
前
に
電
話
で
確
認
す
る

と
よ
い
で
し
ょ
う
。

※
上
総
七
福
神
め
ぐ
り
の
ほ
か
の
５
つ

の
社
寺
は
次
の
と
お
り
。

●
弁
財
天
―
新
宿
不
動
堂
（
木
更
津

市
新
宿
12
―
15
�
０
４
３
８
・
23
・

４
３
２
８
）

●
福
禄
寿
―
円
明
院
（
君
津
市
山
本

１
５
３
５
�
35
・
２
９
８
４
）

●
大
黒
天
―
長
泉
寺
（
君
津
市
大
井

39
�
32
・
２
１
１
２
）

●
毘
沙
門
天
―
久
原
寺
（
君
津
市
西

猪
原
２
４
３
�
37
・
２
７
８
１
）

●
寿
老
人
―
円
如
寺
（
君
津
市
小
市

部
１
２
７
�
27
・
２
１
０
０
）
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まもなく所得税の確定申告、住民税（市・県民税）の申告が

始まります。今年、市役所での出張受け付けは2月18日�から

です。準備はお済みですか？

確定申告は、申告書や収支内訳書を自分で作る「自書作成」

を原則としています。市の行う申告受付でも経費などの集計が

済んでいるものとして面接をします。早めに準備をして最寄の

会場で申告をしてください。

課税課�80・1241、木更津税務署�0438・23・6161

今
年
の
１
月
１
日
現
在
、
富
津

市
に
居
住
し
て
い
る
人

〇
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
人

〇
給
与
所
得
の
う
ち
、
給
与
以
外

の
所
得
が
ま
っ
た
く
な
い
人
で
、

勤
務
先
か
ら
富
津
市
に
給
与
支
払

報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
人

（
源
泉
徴
収
票
の
住
所
が
富
津
市

で
な
い
人
や
、
提
出
状
況
が
不
明

な
場
合
は
勤
務
先
に
確
認
し
て
く

だ
さ
い
）

〇
所
得
が
な
い
人
の
う
ち
、
同
一

世
帯
の
人
の
申
告
で
扶
養
対
象
配

偶
者
や
扶
養
親
族
に
な
っ
て
い
る

人〇
事
業
を
行
っ
て
い
る
人
や
ア
パ

ー
ト
、
貸
家
、
貸
地
な
ど
の
不
動

産
の
貸
し
付
け
を
し
て
い
る
人

〇
給
与
の
年
収
が
２
０
０
０
万
円

を
越
え
る
人

〇
給
与
を
１
カ
所
か
ら
受
け
て
い

る
人
で
、
合
計
20
万
円
を
超
え
る

給
与
以
外
の
所
得
が
あ
る
人

〇
給
与
を
２
カ
所
以
上
か
ら
受
け

て
い
る
人

〇
土
地
、
建
物
な
ど
の
不
動
産
や

ゴ
ル
フ
会
員
権
な
ど
の
資
産
を
譲

渡
し
た
人
な
ど

確
定
申
告
は
、
市
内
の
各
会
場

で
受
付
し
ま
す
が
、
複
雑
な
内
容

の
申
告
（
青
色
申
告
の
人
や
白
色

の
事
業
所
得
・
不
動
産
所
得
な
ど

で
収
支
内
容
が
明
確
で
な
い
人
）

や
、
土
地
な
ど
の
譲
渡
所
得
の
申

告
は
木
更
津
税
務
署
で
お
願
い
し

ま
す
。

年
末
調
整
が
済
ん
で
い
る
人
の

還
付
申
告
は
、
１
月
16
日
�
か
ら

市
役
所
課
税
課
で
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
早
め
に
申
告
を
済
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。

２
月
中
に
還
付
申
告
書
を
提
出

す
る
と
４
月
末
ご
ろ
に
還
付
金
を

受
け
取
れ
ま
す
。

①
印
鑑

②
給
与
所
得
・
年
金
所
得
の
あ
る

人
は
、
源
泉
徴
収
票
か
収
入
金
額

を
証
明
す
る
も
の

③
農
業
所
得
・
事
業
所
得
の
あ
る

人
は
、
収
支
内
訳
書
と
平
成
12
年

収
支
内
訳
書
の
控
え

④
生
命
保
険
料
控
除
、
社
会
保
険

料
控
除
、
損
害
保
険
料
控
除
、
寄

付
金
控
除
の
あ
る
人
は
、
証
明
書

か
領
収
書

⑤
配
偶
者
特
別
控
除
を
受
け
る
人

は
、
配
偶
者
の
所
得
を
証
明
す
る

も
の

⑥
障
害
者
控
除
を
受
け
る
人
は
、

障
害
者
手
帳
な
ど

⑦
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
、

領
収
書
（
合
計
金
額
を
出
し
て
お

く
）、
保
険
金
な
ど
で
補
て
ん
さ

れ
る
金
額
の
わ
か
る
も
の

⑧
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受

け
る
人
は
、
源
泉
徴
収
票
、
住
民

票
（
本
人
の
も
の
）、
金
融
機
関

の
残
高
証
明
書
、
登
記
簿
謄
本
、

請
負
契
約
書
の
写
し
な
ど

⑨
金
融
機
関
の
口
座
番
号
の
分
か

る
も
の

市
・
県
民
税
の
申
告

申
告
が
必
要
な
人

申
告
し
な
く
て
も
よ
い
人

申
告
が
必
要
な
人

所
得
税
の
確
定
申
告

青
色
申
告
な
ど
は

直
接
税
務
署
へ

給
与
所
得
者
の

還
付
申
告
受
付
中

申
告
の
と
き
に

必
要
な
も
の

税税税税のののの申申申申告告告告ははははおおおお早早早早めめめめにににに
3/15（金）まで

所得税の確定申告書が
かわりました

・ＡとＢの2種類に。
・大きさをＡ4判に。
・文字を大きく、見やすく。
・裏面から表面に転記する
方式から、用紙を2枚に。

気気気気軽軽軽軽にににに税税税税金金金金電電電電話話話話相相相相談談談談
あなたの税の相談に
コンピュータがおこ
たえします

24時間利用できます！
税務署からのお知らせ

タックスアンサーの電話番号
(音声･ファクシミリ共通)
東京（03）3213ー2222
横浜（045）641ー2222
千葉（043）227ー7799
甲府（055）227ー1177

インターネットも利用できます
【携帯電話端末からもアクセスできます】
【アドレス】http://www.taxanser.nta.go.jp

 2月18日（月） 

 

 

 

 

2月21日（木） 

2月22日（金） 

2月25日（月） 

2月26日（火） 

2月27日（水） 

2月28日（木） 

3月 1 日（金） 

3月 4 日（月） 

3月 5 日（火） 

3月 6 日（水） 

3月 7 日（木） 

3月 8 日（金） 
 

3月11日（月） 

 

3月12日（火） 

 

3月13日（水） 

 

3月14日（木） 

 

3月15日（金） 

2月19日（火） 

 

2月20日（水） 

 
峰上公民館 

関豊連絡所 

環南小学校（午前中） 

竹岡コミュニティセンター 

梨沢公民館（午前中） 

市民会館 

市民会館 

金谷コミュニティセンター 

中央公民館 

佐貫コミュニティセンター 

市役所大会議室 

市役所大会議室 

市役所大会議室 

市役所大会議室 

富津公民館 

富津公民館 

市役所大会議室 

市役所大会議室 

天羽行政センター 

市役所大会議室 

天羽行政センター 

市役所大会議室 

天羽行政センター 

市役所大会議室 

天羽行政センター 

市役所大会議室 

天羽行政センター 

環地区全域（大田和･大川崎を含む） 

関豊地区（大田和･大川崎を除く） 

志駒･山中地区 

竹岡地区（十宮を除く）･萩生地区 

梨沢 

 

湊･数馬･岩坂･十宮 

金谷地区全域 

小久保･岩瀬 

佐貫地区全域 

千種新田･西大和田 

絹･一色･障子谷･相野谷･上･近藤･八田沼･中 

山王･下飯野･上飯野 

大堀･大堀1丁目～3丁目 

東町･新井･川名･篠部･西川 

仲町･西町･浜町･新町･青木 

二間塚･本郷･前久保 
 

市内全域 

 

市内全域 

 

市内全域 

 

市内全域 

 

市内全域 

更和･加藤･望井･台原･桜井･天神山地区（梨沢を除く） 

月　　日 受　付　場　所 対　象　地　区 

平成13年度　市民税・県民税、所得税の申告出張受付日程表

※土地・家屋などを売って、譲渡所得がある人は、市役所では受付ができま
せん。直接税務署に申告相談に行ってください。
※2月18日（月）から25日（月）までの間は、天羽行政センターでの申告相談
は行っていません。

今月の納期　2月28日�

固定資産税

国民健康保険税

介護保険料

第4期

第8期

第8期
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子
育
て
に
自
信
が
も
て
な
い
、

す
ぐ
手
を
あ
げ
て
し
ま
う
、
き
つ

い
言
葉
が
つ
い
…
…
ど
う
し
て
も

自
分
の
感
情
を
セ
ー
ブ
で
き
な
い

と
感
じ
た
ら
、
ど
う
ぞ
気
軽
に
電

話
を
く
だ
さ
い
。

家
庭
児
童
相
談
は
月
・
水
・
金

曜
日
に
浜
田
相
談
員
が
、
火
・
木

曜
日
に
は
児
童
家
庭
係
の
職
員
が

お
受
け
し
ま
す
。
ま
た
、
母
子
家

庭
は
小
藤
田

こ
と
う
た

母
子
相
談
員
が
お
受

け
し
ま
す
。
お
子
さ
ん
が
保
育
所

（
園
）に
通
っ
て
い
る
場
合
は
各
々

の
保
育
所
（
園
）
で
も
相
談
を
受

け
て
い
ま
す
の
で
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

大
貫
小
学
校
の
余
裕
教
室
を
利

福
祉
事
務
所 

�
80
・
１
２
５
８ 

４
月
・
５
月
の
相
談

なかよし 

国保年金課 
国保係 

�80・1271

問い合わせ 

国
保
 

「
病
気
に
な
ら
な
い
か
ら
」「
健

康
だ
か
ら
」
と
保
険
税
を
納
め
な

い
で
い
る
と
保
険
証
が
使
え
な
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
い
つ
病

気
に
な
っ
た
り
、
け
が
を
し
た
り

す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
国
保
は

い
ざ
と
い
う
時
の
助
け
合
い
の
制

度
で
す
。
納
付
期
限
を
守
り
、
納

め
ま
し
ょ
う
。

特
別
な
事
情
が
な
く
保
険
税
を

納
め
な
い
で
い
る
と
、
次
の
措
置

が
と
ら
れ
ま
す
。

�

納
付
期
限
を
過
ぎ
る
と
督
促

が
行
わ
れ
ま
す
。（
督
促
手
数
料
、

延
滞
金
を
徴
収
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。）

�

督
促
が
行
わ
れ
て
も
納
め
な

い
で
い
る
と
、
保
険
証
の
有
効
期

〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜

間
が
短
く
な
り
ま
す
。

�

納
付
期
限
か
ら
１
年
間
を
過

ぎ
る
と
保
険
証
の
返
還
命
令
が
発

せ
ら
れ
、
保
険
証
を
返
す
と
、
資

格
証
明
書
が
交
付
さ
れ
ま
す
。（
10

割
負
担
と
な
り
ま
す
。）

�

納
付
期
限
か
ら
１
年
６
カ
月

が
過
ぎ
る
と
国
保
の
給
付
が
差
し

止
め
に
な
り
ま
す
。

保
険
税
が
納
め
ら
れ
な
い
と
き

は
す
ぐ
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

分
割
納
付
な
ど
も
で
き
ま
す
の
で
、

滞
納
の
ま
ま
に
せ
ず
納
付
方
法
に

つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
夜
間

納
付
相
談
を
毎
月
末
５
日
間
（
た

だ
し
、
閉
庁
日
を
除
く
）
午
後
７

時
ま
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
災
害
や
そ
の
ほ
か
特
別

な
事
情
に
よ
り
保
険
税
の
納
付
が

困
難
な
と
き
は
、
申
請
に
よ
り
保

険
税
の
減
額
や
免
除
が
認
め
ら
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

特
別
な
事
情
と
は

①
世
帯
主
が
そ
の
財
産
に
つ
き
災

害
を
受
け
、
ま
た
は
盗
難
に
あ

っ
た
場
合

４
月
・
５
月
の
相
談

なかよし 

問い合わせ 
国保年金課  国民年金係  �80・1254

ご厚意ありがとう （敬称略）

社会福祉振興に
●富津市農協青壮年部3万465円
●佐貫グラウンドゴルフ愛好会

2万円
●さつまいもの会 １万円
●白井清一（西大和田1222）3000円
●東弘里（大堀1908） 20万円
●伊藤嘉男（湊526） 5万円
●富津市文化協会工芸部一同

6万6500円
●ともし灯の会 20万円
●�木更津法人会

4万3880円
●真言宗智山派上総第一教区
寺庭婦人会 5万1000円
●池田誠（西大和田538－7）3万円
●匿名　　　　　　 5万円
●つぼみの会　　　　　 1万円
●湊婦人会　　　　　　10万円
●大成企業㈱　　　　　2883円

用
し
て
小
学
校
低
学
年
の
児
童
の

保
育
を
実
施
し
て
い
る
の
が
「
あ

そ
び
塾
」
で
す
。

児
童
の
心
身
の
発
達
や
安
全
が

第
一
の
学
童
保
育
で
す
か
ら
、
お

父
さ
ん
も
お
母
さ
ん
も
安
心
で
す
。

問
い
合
わ
せ
や
申
し
込
み
は
同

ク
ラ
ブ
代
表
の
能
田

の
う
だ

指
導
員
へ
。

（
�
65
・
３
９
０
４
）

か
ら
国
（
社
会
保
険
庁
）
に
変
わ

り
ま
す

〇
保
険
料
の
納
付
案
内
書
が
、
国

か
ら
送
ら
れ
ま
す

〇
全
国
の
金
融
機
関
・
郵
便
局
・

農
協
・
漁
協
・
国
民
年
金
基
金（
基

金
の
加
入
員
に
限
る
）
で
納
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す

〇
振
替
納
付
先
が
、
市
町
村
か
ら

国
に
移
り
ま
す

〇
振
替
納
付
先
を
市
町
村
か
ら
移

〇
保
険
料
の
納
付
先
が
、
市
町
村

す
手
続
に
つ
い
て
は
、
本
人
の
負

担
を
避
け
る
た
め
、
国
で
行
い
ま

す※
本
人
の
手
続
き
は
不
要
で
す
。

〇
口
座
振
替
を
利
用
し
て
い
る
人

に
は
、
２
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
、

次
の
こ
と
を
記
載
し
た
通
知
が
送

付
さ
れ
ま
す

①
保
険
料
の
振
替
納
付
先
が
市
町

村
か
ら
国
に
変
更
さ
れ
る
こ
と

②
口
座
振
替
を
行
う
場
合
の
約
定

③
口
座
振
替
の
継
続
を
希
望
し
な

い
場
合
は
申
出
に
よ
り
口
座
振

替
を
行
わ
な
い
こ
と

②
世
帯
主
ま
た
は
そ
の
者
と
生
計

を
同
一
に
す
る
親
族
が
病
気
に

な
っ
た
り
、
負
傷
し
た
場
合

③
世
帯
主
が
そ
の
事
業
を
廃
止
、

ま
た
は
休
止
し
た
場
合

資
格
証
明
書
に
よ
り
医
療
機
関

で
受
診
し
た
場
合
、
特
別
療
養
費

の
申
請
に
よ
り
７
割
（
８
割
）の

保
険
給
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
が
、

滞
納
し
て
い
る
場
合
は
保
険
税
の

充
当
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
請
は
、
医
療
機
関
の
領
証
書

と
印
鑑
を
持
参
し
て
、
特
別
療
養

費
支
給
申
請
書
（
国
保
の
窓
口
に

あ
り
ま
す
）
を
国
保
係
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
う
っ
か
り
忘
れ
が
ち
な
人
、
忙

し
く
て
納
め
に
行
く
時
間
が
な
い

人
な
ど
は
、
口
座
振
替
が
便
利
で

す
。

〇
申
し
込
み
方
法

納
税
通
知
書
、
印
鑑
（
通
帳
届

出
印
）
預
金
通
帳
を
持
っ
て
市
指

定
の
金
融
機
関
で
手
続
き
を
し
ま

す
。（
申
し
込
み
か
ら
約
２
カ
月
後

か
ら
口
座
振
替
が
始
ま
り
ま
す
。）

給
付
関
係
�
80
・
１
２
７
１

（
国
保
係
）

納
付
関
係
�
80
・
１
２
４
３

（
納
税
課
）

国
保
の
届
出
は
、
14
日
以
内
に

行
い
ま
し
ょ
う
。

福
祉
で
言
う
マ
ン
パ
ワ
ー
と
は
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
・
施
設
職
員
・

看
護
婦
・
保
健
婦
・
作
業
療
法
士

・
理
学
療
法
士
・
社
会
福
祉
士
・

介
護
福
祉
士
・
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
・
福
祉
事
務
所
の
ケ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
・
病
院
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

マ
ン
パ
ワ
ー
の
養
成

ミ
ニ
ミ
ニ
福
祉
の
話
�

保保保保
険険険険
料料料料
のののの
取取取取
りりりり
扱扱扱扱
いいいい
がががが
変変変変
わわわわ
りりりり
まままま
すすすす

〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜

ち
ょ
っ
と
で
も

不
安
だ
っ
た
ら

カ
ー
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
が
、

一
般
的
に
は
２
級
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
（
家
事
援
助
の
ほ
か
に
身
体
介

護
も
で
き
る
ヘ
ル
パ
ー
）
の
質
と

量
の
確
保
を
「
マ
ン
パ
ワ
ー
の
養

成
」
と
言
い
ま
す
。

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福

祉
に
関
す
る
法
律
の
一
部
が
改
正

さ
れ
、
現
在
、
保
健
所
が
行
っ
て

い
る
申
請
受
付
業
務
の
一
部
が
４

月
か
ら
市
に
移
さ
れ
ま
す
。

市
で
取
り
扱
う
業
務
は
次
の
と

お
り
で
す
。

〔
受
付
・
交
付
〕

〇
精
神
障
害
者
の
通
院
医
療
費
公

費
負
担
申
請

〇
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
交

付
申
請

〔
相
談
・
助
言
〕

〇
精
神
障
害
者
居
宅
介
護
等
事
業

（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
）

〇
精
神
障
害
者
短
期
入
所
事
業
　

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

〇
精
神
障
害
者
地
域
生
活
援
助
事

業
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

〇
精
神
障
害
者
社
会
復
帰
施
設

〇
精
神
障
害
者
社
会
適
応
訓
練
事

業な
お
、
心
の
健
康
相
談
や
診
療

を
受
け
る
に
あ
た
っ
て
の
相
談
、

ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
の
相
談
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
保
健
所
が
窓
口

と
な
り
ま
す
。

市
の
相
談
窓
口
は
、
福
祉
事
務

所
障
害
者
福
祉
係
に
設
置
す
る
予

定
で
す
。

障
害
者
福
祉
係
�
80
・
１
２
６

０

14
年
4
月
分
か
ら

口
座
振
替
を

利
用
し
て
い
る
人
へ

学
童
保
育
ク
ラ
ブ

「
あ
そ
び
塾
」

保険税を

納めないで

いると

4月から保健所の
申請受付業務の
一部が市に
変わります

かぞえ百歳おめでとうございます
今年めでたくかぞえ百歳になられた長寿者は
11人。市長から記念品と祝状が贈られました。

（敬称略）

氏　　名
保 坂 よ し
田中 の　(ぶ)
鈴 木 き ん
鈴木 (と)美
小 川 な つ
森 栄 次 郎
佐 久 間 つ ね
神 谷 志 げ
小 柴 ま つ
稲 村 く め
笹 生 あ き

性別

女

女

女

女

女

男

女

女

女

女

女

生年月日
Ｍ36・2・10生
Ｍ36・2・20生
Ｍ36・3・15生
Ｍ36・4・20生
Ｍ36・5・29生
Ｍ36・6・2 生
Ｍ36・7・12生
Ｍ36・7・24生
Ｍ36・9・5 生
Ｍ36・9・24生
Ｍ36・9・30生

住 所

（岩瀬）

（新井）

（青木）

（田原）

（海良）

（海良）

（ 関 ）

（竹岡）

（富津）

（下飯野）

（岩本）

●富津市天羽商工会青年部
2万円

●房総ヤクルト販売㈱ 1178円
●明るい社会づくりかずさ委員会

2万4549円
●木更津信用金庫
テイチクDVD

カラオケソフト一式
湊小学校・天羽中学校に
●湊婦人会 3万円
学校施設整備に
●大平興産㈱（山上毅代表取締役）

200万円
●松本衣子　　　　　 2万円
市内の福祉施設に
●鈴木丈夫（青木1525）

焼のり2800枚
文化・芸術振興に
●浅見錦龍（船橋市）
万葉珠名姫書　 （500万円相当）

霜
柱
と
は
土
に
含
ま
れ
た
水
分

が
凍
っ
て
細
か
い
柱
と
な
り
、
土

を
も
ち
上
げ
て
す
き
ま
な
く
並
ん

で
い
る
様
を
言
う
。
誰
が
い
つ
の

間
に
こ
の
様
な
細
工
を
し
た
の
だ

ろ
う
か
と
思
う
。

霜
柱
は
土
質
に
よ
っ
て
出
来
る

所
と
出
来
な
い
所
と
が
あ
る
。
ま

た
温
度
に
も
関
係
が
あ
る
そ
う
だ
。

あ
ま
り
温
度
が
低
過
ぎ
て
も
だ
め

だ
と
い
う
。
寒
さ
が
適
当
で
あ
る

と
下
か
ら
水
分
を
引
き
上
げ
て
次

々
と
凍
っ
て
ゆ
く
の
だ
そ
う
だ
。

し
た
が
っ
て
ど
こ
で
も
出
来
る
と

言
う
も
の
で
は
な
い
。
最
近
で
は

道
路
が
舗
装
さ
れ
て
い
る
の
で
見

か
け
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
た
。

田
舎
道
で
は
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
で
見

か
け
ら
れ
る
。
霜
柱
を
見
る
と
、

あ
あ
冬
だ
と
思
う
。

畑
の
作
物
や
花
壇
な
ど
は
霜
柱

に
よ
っ
て
だ
め
に
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
で
も
道
を
歩

い
て
い
て
銀
の
柱
が
さ
く
さ
く
と

音
を
た
て
て
く
ず
れ
る
様
は
冬
の

風
物
詩
の
一
つ
で
あ
る
。

絹
村
通
江
（
関
）

霜し
も

柱
ば
し
ら

�
今
月
の
主
な
行
事

１
日
�

君
津
地
方
視
聴
覚
教
育
振
興
大
会
（
富
津
公
民
館
）

あ
な
た
が
今
、
旬
だ
と
思
う
こ
と
を
４
０
０
字
以
内
に
ま
と
め
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、
は
が
き
・
封
書
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
、

送
っ
て
く
だ
さ
い
。（
掲
載
希
望
月
の
約
１
カ
月
前
ま
で
に
）

送
り
先
・
連
絡
先
・
　

〒
２
９
３
│
８
５
０
６
　
富
津
市
下
飯
野
２

４
４
３
　
富
津
市
役
所
情
報
課
広
報
広
聴
係
�
80
・
１
２
２
５

�
80
・
１
３
５
０



１
年
生
を
募
集
）

寮
費

月
額
３
万
５
１
０
０
円

（
朝
夕
食
事
込
み
）

所
在
地

市
川
市
国
府
台
１
―
５

―
20
（
Ｊ
Ｒ
市
川
駅
か
ら
バ
ス
７

分
、
京
成
国
府
台
駅
か
ら
徒
歩
10

分
）

選
考
日

第
１
回
　
３
月
１
日
�
、

第
２
回
　
３
月
22
日
�

�
同
寮
�
０
４
７
・
３
７
２
・

９
８
４
６

募
集
職
種

薬
剤
師
　
１
人

受
験
資
格

昭
和
51
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
資
格
を
有

す
る
人
。
ま
た
は
４
月
30
日
ま
で

に
資
格
取
得
見
込
み
の
人
。

受
付
期
間

２
月
８
日
�
ま
で（
土

・
日
を
除
く
）

試
験
日

２
月
17
日
�

試
験
会
場

君
津
中
央
病
院

申
し
込
み
先
・

同
病
院
総
務
課

�
０
４
３
８
・
36
・
１
０
７
１

受
付
期
間

３
月
20
日
�
ま
で

応
募
資
格

県
民
の
子
弟
で
、
平

成
14
年
度
４
年
生
大
学
に
入
学
予

定
の
男
子
学
生
、
ま
た
は
す
で
に

大
学
に
在
学
し
て
い
る
男
子
学
生

募
集
人
員

約
14
人
（
主
と
し
て

（4）

豊
か
な
自
然
と
地
域
文
化
を
育

ん
で
き
た
わ
が
国
の
半
島
地
域
を

観
光
の
立
場
か
ら
と
ら
え
な
お
し
、

地
域
の
振
興
へ
結
び
つ
け
よ
う

日
時

２
月
19
日
�
午
後
１
時
30

分
〜
５
時
30
分

場
所

千
葉
県
南
総
文
化
ホ
ー
ル

（
館
山
市
）

内
容

写
真
家
、
浅
井
愼
平
さ
ん

と
堂
本
知
事
と
の
特
別
対
談
／
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
ほ
か

対
象

ど
な
た
で
も

定
員

１
２
０
０
人
（
当
日
参
加

可
）

参
加
費

無
料

千
葉
県
企
画
部
地
域
政
策
課
�

０
４
３
・
２
２
３
・
２
２
３
２
、

企
画
課
�
80
・
１
２
２
７

日
時

２
月
13
日
�
午
後
１
時
30

分
〜

場
所

鴨
川
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

内
容

講
演
・
伊
藤
谷た

に

生お

さ
ん（
千

葉
大
学
教
授
）
に
よ
る
「
鴨
川
低

地
断
層
帯
の
調
査
結
果
と
房
総
半

お 
知 
ら 
せ 

４
月
・
５
月
の
相
談

なかよし 

催
し
・
講
習
 

４
月
・
５
月
の
相
談

なかよし 

島
の
地
質
・
地
震
」
と
、
都つ

司じ

嘉よ
し

宣の
ぶ

さ
ん
（
東
京
大
学
地
震
研
究
所

助
教
授
）
に
よ
る
「
歴
史
に
学
ぶ

房
総
半
島
の
津
波
防
災
」

対
象

一
般
、
防
災
関
係
者

定
員

２
０
０
人
（
先
着
順
）

参
加
費

無
料

申
し
込
み

県
庁
消
防
地
震
防
災

課
地
震
対
策
事
業
班
へ
氏
名
と
住

所
（
市
町
村
名
の
み
）
を
２
月
５

日
�
ま
で
に

同
班
�
０
４
３
・
２
２
３
・
２

１
８
０
�
０
４
３
・
２
２
２
・
５

２
０
８

日
時

３
月
３
日
�
正
午
集
合

場
所

富
津
ス
タ
ー
レ
ー
ン

定
員

１
０
０
人
（
先
着
順
）

費
用

一
般
部
門
（
３
ゲ
ー
ム
）

２
０
０
０
円
（
小
・
中
学
生
１
５

０
０
円
）、
上
級
者
部
門
（
６
ゲ

ー
ム
）
３
５
０
０
円

富
津
ス
タ
ー
レ
ー
ン
�
87
・
２

３
７
１
、
大
野
酒
店
�
65
・
１
４

２
６

日
時

○
２
日
間
講
習
の
部
　
２

月
18
日
�
、
23
日
�
午
前
９
時
〜

午
後
４
時
　
○
４
日
間
講
習
午
前

の
部
　
２
月
19
日
�
、
20
日
�
、

21
日
�
、
22
日
�
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
12
時
30
分
　
○
４
日
間
講

習
午
後
の
部
　
２
月
19
日
�
、
20

日
�
、
21
日
�
、
22
日
�
午
後
１

時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所

木
更
津
市
中
央
公
民
館

定
員

各
回
20
人

対
象

君
津
地
域
在
住
の
成
人
で
、

視
覚
障
害
の
あ
る
人
（
ガ
イ
ド
ヘ

月

日

 

2
月
・
3
月
の
相
談

月
の
相
談

2
月
・
3
月
の
相
談

相

談

名

 ２

月

 

６ 

日 

７ 

日 

８ 

日 

５
日 

19 

日 

 月
曜
日 

火
水
金 

月
曜
日 

火
水
金 

毎

週

 

月
〜
金 

毎

週

 

月
〜
金 

第
１
・
第
３ 

月

曜

日 

毎

週

 

月
〜
金 

毎

週

 

月
〜
金 

毎

週

 

水
曜
日 

第
１
・
第
３ 

金
曜
日 

毎

週

 

月
〜
金 

第

２

 

月
曜
日 

毎
週 

月
〜
金 

※
水
曜
日 

　
は
除
く 

12 

日 

25 

日 

３

月

 

６ 

日 

７ 

日 

８ 

日 

19 

日 

６ 

日 

場

所

 

時

間

 

問
い
合
わ
せ 

各
公
立
保
育
所 

市
民
課 

�
80
・
１
２
５
２ 

福
祉
事
務
所 

�
80
・
１
２
５
６ 

商
工
観
光
課 

�
80
・
１
２
８
７ 

商
工
観
光
課 

�
80
・
１
２
８
７ 

市
民
課 

�
80
・
１
２
７
６ 

納
税
課 

�
80
・
１
２
４
３ 

市

役

所

 

中
央
公
民
館 

市
民
会
館 

市

役

所

 

市

役

所

 

市

役

所

 

市

役

所

 

市

役

所

 

各
公
立
保
育
所 

富
津
公
民
館
 

中
央
公
民
館 

市
民
会
館 

毎

週

 

月
〜
金 

午
後
１
時
〜 

　
　
４
時 

午
後
１
時
〜 

　
　
４
時 

午
後
１
時
〜 

　
　
４
時 

午
前
９
時
〜 

午
後
４
時 

午
前
10
時
〜 

午
後
３
時 

午
前
10
時
〜 

午
後
３
時 

午
後
５
時
〜 

　
　
７
時 

午
前
９
時
〜 

午
後
４
時 

（
電
話
可
） 

午
前
８
時 

　
30
分
〜 

午
後
５
時 

（
電
話
可
） 

毎

週

 

月
〜
金 

11 

日 

25 

日 

毎

週

 

火
曜
日 

毎

週

 

火
曜
日 

結

婚

相

談

 

児
童
家
庭
相
談 

職

業

相

談

 

消

費

生

活

 

苦

情

相

談

 

子

育

て

 

ア
ド
バ
イ
ス 

シ
ル
バ
ー
相
談 

人
生
な
ん
で
も
相
談 

親
子
テ
レ
ホ
ン

相

談 

交
通
事
故
相
談 

納

付

相

談

 

人
権
行
政
相
談 

 

※
祝
日
は
除
き
ま
す
。 

※
祝
日
は
除
き
ま
す
。 

相

談

名

 

福

祉

相

談

 

介

護

相

談

 

法

律

相

談

 

子
育
て
相
談 

住
宅
改
造
相
談 

場

所

 

相
談
員 

民
生
委
員 

弁

護

士

 

保

育

士

 

介
護
福
祉
士 

建

築

士

 

主
任
児
童

委

員

介
護
福
祉
士 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

学
識
経
験
者 

相
談
方
法 

面

接

 

電
話 

80
・
４
０
４
５ 

電
話 

67
・
２
８
０
１ 

電
話 

87
・
５
０
７
７ 

面
接
・
電
話 

87
・
９
６
１
１ 

面
接 

◆
予
約
制 

87
・
９
６
１
１ 

電
話 

０
４
３
８
・
36
・ 

２
９
４
８
 

65
・
２
７
７
２ 

65
・
０
０
５
９ 

87
・
２
１
０
４ 

面
接
も
可 

時

間

 

市
役
所 

第
１
市
民
相
談
室 

午
後
１
時
〜 

　
　
　
４
時 

午
前
10
時
〜 

午
後
３
時 

午
前
10
時
〜 

午
後
３
時 

午
前
10
時
〜 

午
後
３
時 

午
前
９
時
〜 

午
後
４
時 

午
前
９
時
30
分
〜 

11
時
30
分 

午
前
10
時
〜 

午
後
３
時 

午
前
10
時
〜 

午
後
３
時 

市
役
所 

第
１
市
民
相
談
室 

市
役
所 

第
１
市
民
相
談
室 

和
光
保
育
園 

大
貫
保
育
園 

富
津
保
育
園 

特
別
養
護
老
人 

ホ
ー
ム 

【
紫
苑
荘
】 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

セ
ン
タ
ー 

天
羽
老
人 

憩
の
家 

（
シ
ル
バ
ー
マ
ー
ク 

業
者
）日
本
福
祉 

サ
ー
ビ
ス
（株）
木 

更
津
営
業
所 

日
〜 日 

25
28

日
〜 日 

27
29

�
87
・
９
６
１
１ 

ふ
れ
あ
い
相
談 

問 

社
会
福
祉
協
議
会 

各
　
　 

種
　
　 

相
　
　 

談 

ル
パ
ー
は
参
加
者
が
手
配
し
て
く

だ
さ
い
）

費
用

無
料

内
容

身
近
な
学
習
施
設
を
利
用

し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
電
子
メ

ー
ル
送
受
信
な
ど
（
経
験
者
も
可
）

※
個
人
的
に
使
用
す
る
フ
ロ
ッ
ピ

ー
は
各
自
で
用
意

申
し
込
み
・

木
更
津
市
社
会
福

祉
課
�
０
４
３
８
・
23
・
７
１
１

１
内
線
３
６
９

日
時

２
月
15
日
�
午
前
９
時
30

分
〜
12
時
と
午
後
１
時
30
分
〜
４

時
の
ど
ち
ら
か

場
所

君
津
市
立
八
重
原
公
民
館

受
講
料

無
料

持
ち
物

筆
記
用
具
、
16
ミ
リ
映

写
機
操
作
許
可
証

申
し
込
み
・

君
津
地
方
視
聴
覚

教
材
セ
ン
タ
ー
�
０
４
３
８
・
25

・
２
７
０
７
、
生
涯
学
習
課
�
80

・
１
３
４
２

日
時

２
月
10
日
�
午
後
１
時
30

分
〜
５
時

場
所

千
葉
市
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー

参
加
費

無
料

内
容

講
議
・
「
吃
音
に
関
す
る

基
礎
知
識
」、
体
験
談
発
表
、
吃

音
問
題
解
決
へ
向
け
て
の
話
し
合

い
な
ど

申
し
込
み
・

千
葉
言
友
会
事
務

局
〒
２
７
０
―
０
０
０
３
松
戸
市

東
平
賀
１
０
５
―
63
苅
部

か
り
べ

方
�
０

７
０
・
５
３
９
９
・
４
５
４
９（
夜

間
の
み
）
�
０
４
７
・
３
４
５
・

６
６
４
４

世
界
の
ジ
ャ
ズ
シ
ー
ン
に
お
け

る
ベ
ス
ト
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
一
人
、

日
野
皓
正

て
る
ま
さ

さ
ん
と
金
澤
英
明
ト
リ

オ
と
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
す

日
時

３
月
17
日
�
午
後
２
時
開

場
、
３
時
〜
４
時
30
分

場
所

君
津
市
民
文
化
ホ
ー
ル

定
員

１
２
０
０
人
（
先
着
順
）

費
用

無
料

申
し
込
み

君
津
・
木
更
津
・
富

津
・
袖
ケ
浦
各
市
の
歯
科
医
師
会

会
員
の
診
療
所
へ
直
接
　
ま
た
は

千
葉
県
歯
科
医
師
会
へ
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

は
が
き
、E-m

ail

で

千
葉
県
歯
科
医
師
会
�
０
４
３

・
２
４
１
・
６
４
７
１
、
�
０
４

３
・
２
４
８
・
２
９
７
７
、

E-m
ail

kenshi@
a2.rim

net.
ne.jp/

〒
２
６
０
―
０
０
２
６
千
葉
市
中

央
区
千
葉
港
５
―
25
（
千
葉
県
医

療
セ
ン
タ
ー
内
）「
ベ
イ
Ｊ
Ａ
Ｚ

Ｚ
コ
ン
サ
ー
ト
係
」

期
日

３
月
27
日
�
〜
４
月
３
日

�
（
７
泊
８
日
）

場
所

鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

対
象

小
学
校
３
年
生
〜
６
年
生

内
容

イ
カ
ダ
作
り
、
イ
カ
ダ
こ

ぎ
、
釣
り
、
島
内
ハ
イ
ク
、
サ
ト

ウ
キ
ビ
し
ぼ
り
な
ど

募
集
人
員

４
０
０
人（
先
着
順
）

参
加
費

11
万
２
０
０
０
円
（
東

京
発
着
の
場
合
）

申
し
込
み

３
月
７
日
�
ま
で

資
料
請
求
・
　
�
国
際
青
少
年
研

修
協
会
〒
１
６
０
―
０
０
０
４
新

宿
区
四
谷
２
―
11
大
村
ビ
ル
３
階

�
03
・
３
３
５
９
・
８
４
２
１
�

03
・
３
３
５
４
・
２
２
０
７

「
移
動
半
島
ツ
ー
リ
ズ
ム

大
学
」
無
料
公
開
講
座

活
断
層
と
津
波
に
関
す
る

セ
ミ
ナ
ー

募
　
集
 

４
月
・
５
月
の
相
談

なかよし 

視
覚
障
害
者
の
た
め
の

Ｉ
Ｔ
講
習

第
20
回
富
津
市
民
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会

16
ミ
リ
映
写
機
操
作
許
可

者
研
修
会

吃
音
（
ど
も
り
）
を
考
え

る
つ
ど
い

き
つ
お
ん

押し込められる 

陸のプレート 

大平洋 

海のプレート 

はねかえる 
（地震） 

小
学
生
の
た
め
の
国
際
交
流

ち
び
っ
こ
体
験
学
校
�
ヨ
ロ
ン
島
�

君
津
郡
市
中
央
病
院
組
合

職
員

県
育
英
会
館
学
生
寮
の

寮
生

４月３日�の相談日から相談場所を市役所
から富津公民館に変更します。
人権上の問題や悩みごとがありましたら、
遠慮なく相談してください。費用は無料で、
秘密は守ります。相談日や時間などは各種相
談の欄をご覧ください。
市民課　�80・1252

人人人人権権権権行行行行政政政政相相相相談談談談のののの会会会会場場場場をををを変変変変更更更更ししししまままますすすす

職　　種 一般事務補助員４人、学校用務員１人

応募資格 昭和２７年４月２日から昭和５９年４月１日まで

に生まれた人

審査方法 面接と書類審査による（ただし応募者多数の

場合は筆記試験を行います）

申し込み受付期間 ２月１日�～１４日�まで

面 接 日 一般受付事務補助員２月２２日�、

学校用務員２月２０日�

面接場所 市役所

※詳しくは問い合わせを

資料請求先・　行政管理課�80・1210

市役所臨時職員を募集します

ベ
イ
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
コ
ン
サ
ー
ト

―
千
葉
県
歯
科
医
師
会
文
化
事
業
―

地震発生の模式図



　 

問 �65・4913

消
子
ち
ゃ
ん
の
そ
こ
が
知
り
た
い
住
宅
防
火 

1 1 9消防 

火
災
案
内
テ
レ
ホ
ン

サ
ー
ビ
ス

�
65
・
４
９
４
９ 

シ
キ
ュ
ー 

シ
キ
ュ
ー 

消
子ち

ゃんからのひとこと

火を消してから　次のこと
たしかめて。

 　ふとんで一服……。寝たばこが習慣になっていませ 
んか。寝たばこによる火災が怖いのは、ちょうど寝入 
ったころに発生するからです。 
　今までも多くの尊い命が失われています。 
　寝室には灰皿を置かないこと。 

灰皿にはいつも水を入れておくこと。 
愛煙家の皆さんにお願いしたい家族 
を守る住宅防火ルールです。 

 
 

危ない寝たばこやめましょう。

こ
の
法
律
は
小
型
船
舶
を
登
録

し
、
所
有
権
を
明
確
に
す
る
こ
と

を
大
き
な
目
的
と
し
て
、
昨
年
、

６
月
27
日
に
制
定
さ
れ
、
今
年
４

月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

対
象
は
、
総
ト
ン
数
20
ト
ン
未

満
の
船
舶
で
す
が
、
漁
船
、
ろ
か

い
船
、
係
留
船
、
省
令
で
定
め
る

小
馬
力
の
船
舶
な
ど
は
対
象
外
と

な
り
ま
す
。
現
在
、
県
か
ら
船
籍

票
の
交
付
を
受
け
て
い
る
船
舶
は
、

順
次
こ
の
法
律
の
登
録
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
総
ト
ン
数
５

ト
ン
未
満
の
船
舶
も
新
た
に
登
録

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
登
録
の
時

期
は
、
施
行
後
初
め
て
の
定
期
検

査
、
中
間
検
査
、
臨
時
検
査
が
開

始
さ
れ
る
日
、
ま
た
は
３
年
を
経

過
し
た
日
の
い
ず
れ
か
早
い
日
と

な
り
ま
す
。

日
本
小
型
船
舶
検
査
機
構
本
部

�
03
・
３
２
３
９
・
０
８
２
１

申
請
受
付
期
間

２
月
12
日
�
〜

28
日
�
（
土
・
日
を
除
く
）
午
前

９
時
〜
11
時
、
午
後
１
時
〜
４
時

申
請
要
領
の
配
布

２
月
４
日
�
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さくら号 

 月 32 月の 

移動図書館 
巡回日 

★どなたでも無料 
　です 
★１人１回３冊まで 

　生涯学習課 
　�８０・１３４５ 

ス テ ー シ ョ ン 名  2月 停　車　時　間 

 7 日（木） 

19日（火） 

12日（火） 

28日（木） 

14日（木） 

26日（火） 

3月 

 7 日（木） 

19日（火） 

12日（火） 

28日（木） 

14日（木） 

26日（火） 

山 九 � 下 飯 野 社 宅  

飯野コミュニティセンター  

富 津 公 民 館 　 青 堀 分 館  

J A 富 津 市 青 堀 支 店  

J A 富 津 市 富 津 支 店  

金谷コミュニティセンター  

竹岡コミュニティセンター  

富津市役所　天羽行政センター 

富 津 市 立 　 天 神 山 小 学 校  

富 津 市 役 所 　 関 豊 連 絡 所  

富 津 市 役 所 　 峰 上 出 張 所  

農 村 青 少 年 研 修 セ ン タ ー  

J A 富 津 市 佐 貫 支 店  

県 営 富 津 団 地  

  9  時30分～10時 

10時10分～10時40分 

11時～11時40分 

  2  時～  2  時40分 

  3  時～  3  時50分 

10時～10時40分 

11時～11時30分 

  2  時～  2  時40分 

  2  時50分～  3  時40分 

  9  時50分～10時20分 

10時40分～11時20分 

  1  時30分～  2  時 

  2  時20分～  3  時 

  3  時20分～  3  時50分 

午前 

午後 

午前 

午後 

午前 

午後 

小
型
船
舶
の
登
録
等
に
関
す

る
法
律
、
４
月
か
ら
施
行

〜
28
日
�
（
土
･
日
･
祝
日
を
除

く
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
ま
で

（
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）

場
所

君
津
中
央
病
院
管
財
課

同
病
院
管
財
課
�
０
４
３
８
・

36
・
１
０
７
１

http://w
w
w
.hospital.kisarazu.

chiba.jp

今
年
の
縦
覧
期
間
は
、
３
月
１

日
�
か
ら
20
日
�
ま
で
で
す
。

縦
覧
で
き
る
人
は
、
固
定
資
産

の
所
有
者
本
人
、
ま
た
は
そ
れ
を

委
任
さ
れ
た
代
理
人
（
代
理
人
選

任
届
が
必
要
で
す
）
で
、
身
分
を

証
明
す
る
も
の
（
免
許
証
や
保
険

証
な
ど
）
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
３
月
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

課
税
課
�
80
・
１
２
４
２

お
も
し
ろ
工
作
ク
ラ
ブ

�
２
月
３
日
�
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分
・
ベ
ル
（
呼
び
鈴
）
を

作
ろ
う
／
�
３
月
３
日
�
午
後
１

時
30
分
〜
２
時
30
分
・
光
る
バ
ッ

ジ
を
作
ろ
う

科
学
館
た
ん
け
ん
隊

�
２
月
９
日
�
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
15
分
・
常
設
展
示
や
解
説
パ

ネ
ル
を
手
が
か
り
に
問
題
を
解
い

て
い
く
ラ
リ
ー
形
式
の
ゲ
ー
ム
／

�
３
月
９
日
�
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
15
分
・
常
設
展
示
や
解
説
パ

ネ
ル
を
手
が
か
り
に
問
題
を
解
い

て
い
く
ラ
リ
ー
形
式
の
ゲ
ー
ム

サ
イ
エ
ン
ス
シ
ネ
マ

�
２
月
10
日
�
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分
・
海
の
王
者
「
シ
ャ
チ
」

／
�
２
月
24
日
�
午
後
１
時
30
分

〜
２
時
30
分
・
恐
竜
！
化
石
を
求

め
て
／
�
３
月
10
日
�
午
後
１
時

30
分
〜
２
時
30
分
・
北
極
の
四
季

身
近
な
サ
イ
エ
ン
ス
教
室

�
２
月
23
日
�
午
前
10
時
〜
12
時

・
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
で
遊
ぼ
う

キ
ッ
ド
シ
ネ
マ

�
３
月
24
日
�
〜
29
日
�
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
・
子
ど
も
向
け
の

映
画
を
上
演

※
対
象
や
参
加
費
な
ど
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
を

同
科
学
館
�
０
４
７
・
３
７
９

・
２
０
０
５
市
川
市
鬼
高
１
―
１

―
３

費
用

無
料

※
予
約
不
要
、
当
日
受
付

千
葉
中
央
法
律
事
務
所
�
０
４

３
・
２
２
５
・
４
５
６
７

市
役
所
１
階
第
１
市
民
相
談
室

で
、
毎
週
、
火
曜
日
に
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。

気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
費

用
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
り
ま
す
。

女
性
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。詳

し
く
は
各
種
相
談
の
欄
（
４

ペ
ー
ジ
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
民
課
�
80
・
１
２
５
２

日
本
司
法
書
士
会
連
合
会
の
相

続
登
記
促
進
月
間
に
ち
な
ん
で
行

い
ま
す

期
間

２
月
１
日
�
〜
28
日
�

場
所

県
内
の
司
法
書
士
事
務
所

千
葉
司
法
書
士
会
木
更
津
支
部

�
67
・
２
１
１
５
、
千
葉
司
法
書

士
会
�
０
４
３
・
２
４
６
・
２
６

６
６

君
津
郡
市
中
央
病
院
組
合

平
成
14
年
度
建
設
工
事
等
入
札

参
加
資
格
審
査
申
請
追
加
受
付

労
働
者
で
も
経
営
者
で
も
労
働

災
害
、
職
業
病
、
な
ん
で
も
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。
弁
護
士
・
社
会

保
険
労
務
士
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
な
ど
が
対
応
し
ま
す
。

日
時

２
月
23
日
�
午
後
１
時
〜

４
時

場
所

千
葉
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

労
災
職
業
病
な
ん
で
も

相
談
会

結
婚
相
談

相
続
登
記
に
関
す
る
無
料

相
談

現在は『可燃ごみ』『不燃ごみ』『資源ごみ』『有害ごみ』の 4 分別で収集
を行っています。
『粗大ごみ』については、許可業者に依頼するか、市民の皆さんが自分で

環境センターに持ち込んでいました。 4 月からは、環境センターに申し込ん
でもらうと、直接お宅に収集に伺います。
『粗大ごみ』とは、日常生活（一般家庭）で、不用とされた耐久消費財の

うち比較的大型の廃棄物です。（エアコン・テレビ・冷蔵庫・洗濯機の家電リサ
イクル対象機器は除く）

大きさの目安は

●一辺が50センチメートル以上の物（ごみステーションに出せない物）
●長さが2.5メートル以内の物（草木類については50センチ以内）
●重さが80キログラム以下の物

出し方

環境センターへ電話などで収集日の 3 日前まで（土・日・祝日を除く）に、
収集の申し込みをします。 1 度に出せる量は 5 点までです。粗大ごみの処理
のための券を市役所の窓口で 1 点につき 1 枚購入し、貼り付けます。料金は 1
点につき800円です。また、その券を購入するのが困難な人のために収集時に
現金で支払うこともできます。
今までどおり環境センターに直接
搬入することもできますが、ごみス
テーションには出せないので注意し
てください。

詳しくは、広報ふっつの 3 月号でお
知らせします。
環境センター�37・2020

の 
戸別収集を始めます 

の 
戸別収集を始めます 

4月から 案
　
内
 

４
月
・
５
月
の
相
談

なかよし 

相
　
談
 

４
月
・
５
月
の
相
談

なかよし 

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧

千
葉
県
立
現
代
産
業
科
学
館

よ
り
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俳
　
　
句

稲
村
蓼
花
　
選

黄
梅
の
蕾
よ
う
や
く
色
づ
き
し

（
評
）
黄
梅
の
蕾
が
よ
う
や
く
黄
色
に
色
づ
い
て
来
た

し
ん
し
ん
と
雪
の
舞
ひ
を
り
厨
窓

く
り
や
ま
ど

（
評
）
台
所
の
窓
か
ら
降
り
し
き
る
雪
を
見
る

屋
根
の
雪
落
つ
る
響
き
に
と
ま
ど
ひ
ぬ

（
評
）
ド
ス
ン
と
い
う
音
が
聞
こ
え
て
く
る

黄
梅
の
活
け
て
あ
る
部
屋
に
通
さ
れ
し

（
評
）
黄
梅
の
活
け
て
あ
る
早
春
の
お
部
屋

朝
日
さ
す
川
面
に
浮
ぶ
鴨
の
群

（
評
）
鴨
は
冬
の
鳥
と
し
て
川
や
池
で
よ
く
見
か
け
る

選
　
者
　
吟

探
梅
の
道
の
ほ
と
り
の
蝸
牛
か
ぎ
ゅ
う

石

（
佐
貫
）

（
青
木
）

（
竹
岡
）

（
二
間
塚
）

（
海
良
）

鈴
木
　
恭
子

末
永
美
智
子

石
井
　
直
子

平
野
　
鈴
子

池
田
　
恵
子

稲
村
蓼
花

短
　
　
歌

朝
々
を
窓
よ
り
見
え
て
海
原
の
今
日
明
ら
か
に
冬
の
波
立
つ

亡
き
父
母
の
元
に
過
ぐ
せ
る
朝
の
夢
束
の
間
な
れ
ど
心
安
ら
ぐ

訃
の
知
ら
せ
何
人
か
あ
り
て
わ
び
し
か
り
我
よ
り
若
き
人
も
い
く
た
り

贈
り
物
祝
ひ
電
報
の
届
き
来
て
今
日
誕
生
日
豊
け
き
心

ピ
ラ
カ
ン
サ
赤
く
し
だ
る
る
幾
房
か
其
処
に
彼
処
に
鳥
は
啄
む

（
富
津
）

（
富
津
）

（
富
津
）

（
本
郷
）

（
上
飯
野
）

斉
藤
智
恵
子

佐
久
間
玉
子

三
幣
　
美
子

相
澤
　
立
子

石
井
美
奈
子

こ
の
間
、
千
葉
の
そ
ご
う
に
、
お
か
い
も
の
に
い
っ
た
時
の
こ
と
で
す
。

「
あ
っ
、
お
兄
ち
ゃ
ん
が
げ
を
は
い
た
。
ど
う
し
よ
う
。
早
く
お
母
さ
ん
た

ち
も
ど
っ
て
こ
な
い
か
な
。」

ぼ
く
は
、
こ
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
お
父
さ
ん
は
、
弟
の
や
す
君
を
ト

イ
レ
に
、
お
母
さ
ん
は
６
月
に
生
ま
れ
た
弟
の
の
ぶ
君
に
お
っ
ぱ
い
を
の
ま

せ
に
い
っ
た
の
で
、
弟
の
ふ
み
く
ん
と
車
い
す
の
お
兄
ち
ゃ
ん
と
、
に
も
つ

の
ば
ん
を
た
の
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

お
兄
ち
ゃ
ん
は
、
お
母
さ
ん
の
お
な
か
の
中
か
ら
出
て
く
る
と
き
、
な
か

な
か
出
ら
れ
な
く
て
、
の
う
せ
い
ま
ひ
と
い
う
病
気
に
な
っ
て
し
ま
い
、
手

も
足
も
つ
か
え
ず
お
話
し
も
で
き
ま
せ
ん
。
い
つ
も
車
い
す
の
生
か
つ
で
す
。

車
い
す
に
の
せ
て
デ
パ
ー
ト
や
ス
ー
パ
ー
に
お
か
い
も
の
に
い
く
と
、
お
兄

ち
ゃ
ん
を
じ
ろ
じ
ろ
見
た
り
、
わ
ざ
わ
ざ
ふ
り
か
え
っ
て
見
た
り
、
ゆ
び
さ

し
た
り
す
る
人
が
い
ま
す
。

こ
の
間
も
、
げ
を
は
い
た
お
兄
ち
ゃ
ん
の
と
こ
ろ
を
、
何
人
も
の
人
が
、

じ
ろ
じ
ろ
見
た
り
、
わ
ざ
わ
ざ
よ
け
て
と
お
っ
た
り
し
て
い
き
ま
し
た
。

「
早
く
お
母
さ
ん
た
ち
、
か
え
っ
て
こ
な
い
か
な
。」
と
、
い
ら
い
ら
し

て
い
る
と
、
女
の
子
を
２
人
つ
れ
た
お
ば
さ
ん
が
よ
っ
て
き
て
、

「
あ
ら
あ
ら
、
ど
う
し
た
の
。
よ
ご
れ
た
と
こ
ろ
を
お
ば
ち
ゃ
ん
が
き
れ
い

に
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
ね
。」

と
言
っ
て
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
と
タ
オ
ル
を
出
し
て
、
よ
ご
れ
た
と
こ
ろ
を
ふ
い

て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

「
き
れ
い
に
な
っ
た
わ
。
も
う
大
じ
ょ
う
ぶ
よ
。」

と
、
お
ば
さ
ん
は
、
２
人
の
女
の
子
と
、
楽
し
そ
う
に
お
話
を
し
な
が
ら
歩

い
て
い
き
ま
し
た
。

も
ど
っ
て
き
た
、
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
に
、
今
ま
で
の
で
き
ご
と
を
話

す
と
、
お
母
さ
ん
が

「
世
の
中
に
は
、
本
当
に
心
の
や
さ
し
い
人
が
い
る
の
ね
。
こ
ん
な
に
う
れ

し
い
こ
と
は
な
い
わ
。
崇
史
も
お
ば
さ
ん
の
よ
う
な
や
さ
し
い
人
に
な
る
の

よ
。」

と
、
言
い
ま
し
た
。

か
え
る
時
間
に
な
っ
た
の
で
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
と
こ
ろ
を
と
お
る
と
、

つ
え
に
つ
か
ま
っ
て
、
こ
ま
っ
た
か
お
を
し
て
い
る
、
こ
し
の
曲
が
っ
た
お

ば
あ
さ
ん
が
い
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、「
ど
う
し
た
の
か
な
。」
と
思
い
、
は
ず

か
し
か
っ
た
け
ど
、
勇
気
を
出
し
て

「
お
ば
あ
さ
ん
、
ど
う
し
た
の
。」

と
、
聞
い
て
み
ま
し
た
。
お
ば
あ
さ
ん
は
、
ぼ
く
を
じ
っ
と
み
つ
め
、
よ
ろ

よ
ろ
し
な
が
ら
、

「
こ
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
で
上
に
の
ぼ
っ
て
い
き
た
い
ん
だ
け
れ
ど
、
年
を

と
っ
た
ん
で
、
足
が
思
う
よ
う
に
動
か
な
い
の
で
、
こ
ま
っ
て
い
る
ん
で
す
。」

と
顔
を
し
わ
し
わ
に
さ
せ
て
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ぼ
く
は
、
お
ば
あ
さ
ん
の
手
を
ひ
い
て
い
っ
し
ょ
に
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
に

の
り
、
上
ま
で
の
ぼ
っ
て
あ
げ
ま
し
た
。
お
ば
あ
さ
ん
が
、
ぼ
く
の
手
を
ぎ

ゅ
っ
と
に
ぎ
る
の
で
、
ぼ
く
の
体
は
た
お
れ
そ
う
で
し
た
。

「
あ
り
が
と
う
。
こ
ん
な
わ
た
し
に
声
を
か
け
て
く
れ
て
、
ぼ
く
は
何
年
生
？

や
さ
し
い
ん
だ
ね
。
と
っ
て
も
う
れ
し
い
よ
。
あ
り
が
と
う
。
あ
り
が
と
う
。」

と
、
何
ど
も
何
ど
も
う
れ
し
そ
う
に
い
い
ま
し
た
。

親
切
に
さ
れ
た
り
、
し
た
り
、
と
っ
て
も
う
れ
し
い
、
気
持
ち
の
よ
い
１

日
で
し
た
。

親
切
っ
て
い
い
気
持
ち

湊
小
学
校
２
年
　
佐
藤
　
崇
史

た
か
ふ
み

表彰式で作文を発表
する佐藤君（ ）

金谷小学校の２年生の児童８人が、生
活科の授業で、富津郵便局を訪問。ポス
トを開ける作業や、日付印を押す作業な
ど実際の仕事を見学して、手紙がどのよ
うに相手に届くのか勉強しました。さら
に深く「富津郵便局では１日に何通手紙
が来るんですか」「ポストは何種類あり
ますか」などと質問もしていました。

小学生が生活に密着した授業 市
ゆ
か
り
の
書
「
珠た

ま

名 な

」
を
寄
贈

「
今
年
の
県
展
出
品
作
品
に
千
葉
県
ゆ
か
り
の
も
の
を

と
思
い
こ
の
歌
を
選
ん
だ
。
ゆ
か
り
の
地
に
置
い
て
も
ら
っ

た
ほ
う
が
い
い
と
思
っ
た
。」
と
今
回
、
浅
見
さ
ん
（
80
歳
）

か
ら
市
に
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
12
月
27
日
に
浅
見

さ
ん
ご
夫
妻
が
市
を
訪
れ
、
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

縦
２
メ
ー
ト
ル
55
セ
ン
チ
、
横
１
メ
ー
ト
ル
50
セ
ン
チ
の
大

作
で
、
篆て
ん
書し
ょ
で
「
珠
名
」
と
力
強
く
書
か
れ
、
そ
の
下
に
歌
が

添
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
作
品
は
、
議
会
棟
３
階
の
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
の
前
に
展
示
し
て
あ
り
ま
す
。 浅

見
錦き

ん

龍り
ゅ
う

さ
ん

書

星

会

理

事

長

日

展

評

議

員

県
書
道
協
会
会
長

書
家

▲寄贈された作品と浅見さん

万
葉
集
の
巻
九
、
１
７
３
８
番
歌
「
上
総

か
ず
さ

末す
え

の
珠
名
娘
子
を
詠

め
る
歌
一
首
」
と
い
う
長
歌
が
あ
り
ま
す
。

（
し
な
が
鳥
　
安
房
に
継つ

ぎ
た
る
　
あ
づ
さ
弓ゆ

み

周
淮

す

え

の
珠
名

た
ま
な

は
　
胸
別

む
な
わ
け

の
　
広
き
吾わ

ぎ

妹も

腰
細

こ
し
ぼ
そ

の
　
す
が
る
娘
子

お
と
め

の
　
そ
の
姿か

お

の
　
端
正

き
ら
き
ら

し
き
に
　
花
の
ご
と
　
咲え

み
て
立
て
れ
ば
　
玉
ほ
こ
の

道
行
く
人
は
　
お
の
が
行
く
　
道
は
行
か
ず
て
　
召よ

ば
な
く
に

門か
ど

に
至
り
ぬ
　
さ
し
並
ぶ
　
隣
の
君
は
　
あ
ら
か
じ
め
　
お
の
妻

離か

れ
て
　
乞
は
な
く
に
　
鎰か

ぎ

さ
へ
奉ま

つ

る
　
人
皆
の
　
か
く
迷ま

ど

へ
れ

ば
　
容か

お

艶よ

き
に
　
縁よ

り
て
そ
妹い

も

は
　
戯た

は

れ
て
あ
り
け
る
）

二
間
塚
あ
た
り
に
美
し
い
女
の
人
が
住
ん
で
い
て
、
西
上
総
一

帯
が
大
騒
ぎ
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
の
美
女
の
名
が
珠
名
と
い

い
ま
す
。

珠た
ま

名な

娘お
と

子め

●
●
●

●●
●●●

●

●
●

●
●
●

●●
●●●

●

●
●

　
12
月
25
日
、
第
９
回
「
さ
わ
や
か
ハ
ー
ト
ち
ば
」
作
文
コ
ン
ク

日
、
第
９
回
「
さ
わ
や
か
ハ
ー
ト
ち
ば
」
作
文
コ
ン
ク

ー
ル
の
表
彰
式
が
あ
り
ま
し
た
。
応
募
総
数
１
５
６
０
点
の
中
か

ー
ル
の
表
彰
式
が
あ
り
ま
し
た
。
応
募
総
数
１
５
６
０
点
の
中
か

ら
、
湊
小
学
校
２
年
生
の
佐
藤
崇
史
君
が
最
高
の
知
事
賞
に
な
り

ら
、
湊
小
学
校
２
年
生
の
佐
藤
崇
史
君
が
最
高
の
知
事
賞
に
な
り

ま
し
た
。

ま
し
た
。 

　
12
月
25
日
、
第
９
回
「
さ
わ
や
か
ハ
ー
ト
ち
ば
」
作
文
コ
ン
ク

ー
ル
の
表
彰
式
が
あ
り
ま
し
た
。
応
募
総
数
１
５
６
０
点
の
中
か

ら
、
湊
小
学
校
２
年
生
の
佐
藤
崇
史
君
が
最
高
の
知
事
賞
に
な
り

ま
し
た
。 

心
温
ま
る
作
文
で
知
事
賞
を
受
賞

陸上競技場
２/２

球技広場
２/ 24

袖ヶ浦高等学校校内マラソン大会

第19回富津中央ロータリー旗争奪
少年野球大会

市民ふれあい公園 2 月行事
管理事務所　�87・4205

市では、平成13年度電源立地促進対策交付

金事業として、消防車両を消防本部に2台、消

防団に4台配置し整備をしました。

また、1月13日、消防出初式が富津公民館駐

車場で行われ、消防団員、消防職員など670人

が参加。防災への認識を新たにしました。

当日、消防団員などの表彰や明澄幼稚園園児

による鼓笛、東京電力富津火力発電所の自衛消

防隊の放水演技などが披露され、見物客も盛大

な拍手を送りました。

消防力 消防力 
を充実 



（7）

内　　容 実施日 受付時間 場　　　　所 対　象　･　そ　の　他 内　　容 実施日 受付時間 場　　　　所 対　象　･　そ　の　他 

 
 5 日(火) 9  :30～11:30 天羽行政センター 

健 康 相 談  
  

健康全般に関する相談 
 

6 日(水) 10:00～15:00 金谷コミュニティセンター 
  

 
栄 養 相 談  

 25日(月)
9  :30～11:30

天羽行政センター 食事(栄養)などについての 

相談 

 
健康づくり課 

 

乳幼児相談 
5 日(火) 10:00～12:00 市役所1 階保健センター 

 

 5 日(火)

１歳６カ月ごろまでの乳 

幼児 
 7 日(木) 10:00～12:00 市民会館  

    
生後３カ月ごろの発育･発 
達･離乳準備と離乳食の始 
まりについて 
 

平成13年10月生  
 

�80・1268

電話予約制 

健康づくり課 

�80・1268

電話予約制 

健康づくり課 

3カ月児教室  14日(木) 9  :30～ 9  :45 市役所 5 階会議室  

     

     

7カ月児教室 20日(水) 13:00～13:15 中央公民館 

平成13年７月生 
生後７カ月ごろの発育･ 
発達と離乳食について     
 

9カ月児教室 21日(木) 13:00～13:15 中央公民館 
平成13年５月生 
生後９カ月ごろの発育･ 
発達と離乳食について 

    
 

1歳児教室  21日(木) 9  :20～ 9  :45 中央公民館 

平成13年 １月生 
１歳ごろの保育と食事に 
ついて 

     

   
 

 
   

 
   

     
1歳6カ月児健診  4 日(月) 13:00～13:30 市民会館 平成12年７月生 

3歳児健康診査 12日(火) 13:00～13:30 市役所５階会議室 平成10年８月生 

◯相談・健診（2/1～2/28）　問 �80・1268

 

君津郡市夜間急病診療所 

�0438・25・6284
●診療時間：午後9時～深夜12時まで 
　　　　　 （毎夜間診療しています） 
●診療科目：内科・小児科 
　　保険証（老人医療受給者証）は、必ず持参 
　してください。保険証がないと治療費を全額 
　負担していただくことになります。 

木
更
津
港 

県道木更津富津線県道木更津富津線 県道木更津富津線 

至岩根駅 至 
祇園駅 

木更津木更津 
　郵便局　郵便局 
木更津 
　郵便局 

銀行 信用金庫 

富士見通富士見通り 富士見通り 
西口西口 西口 東口東口 東口 

アインス アインス 
ホ
テ
ル 

木
更
津
駅 

夜間急病診療所 

67・0132 
88・0674 
67・3223 
67・8515 
65・0992

曜日 当  番  医  名 電話番号 

休日当番医 ◇受付時間　午前 9 時～午後 5 時 

重 田 医 院  
高本クリニック  
原田内科小児科医院 
染 谷 医 院  
森田医院附属富津診療所 

２月 
２月 
２月 
２月 
２月 

 ３日 
10日 
11日 
17日 
24日 

月　日 
日 
日 
月 
日 
日 

撮
影
　
菅
原
譲
太
郎
さ
ん

問い合わせ 

健康づくり課
 

　�80・126
8

内　容 実施日 受付時間 会　　場 対　　象 備　　　考 

ツベルクリン 
反 応 検 査  ２ 月 13:00～13:30

13:00～13:30

市役所 ５ 階会議室 

平成13年10月生まれ 

４歳未満まで接種可能※接種方 
法･ツベルクリン反応検査後48時 
間後に判定･陰性者(９mm以下) 
にBCG接種します。(１週間前から 
の体温測定はBCGに向けて必要)判定･BCG接種 市役所 ５ 階会議室 

 

ポ  リ  オ ２月 13:00～13:30 市役所 ５ 階会議室 
平成13年 7 月生まれ 
（2回目） 
平成13年 9 月生まれ 
（1回目） 

７歳５カ月まで接種可能 
※接種方法    ６週間以上間 
隔をあけて２回飲みます。 

5日 

２月 7日 

8日 

☆予防接種は １ 週間の検温と母子手帳がないと受けられません。（予診票に必ず記入） 
☆通知する子以外でも対象年齢内であれば接種できます。（お問い合わせください） 
☆受付時間を過ぎて入場された場合お断りすることがあります。必ず時間内にお入りください。 
☆予防接種のすすめ（予診票のつづり）の内容をよくお読みください。 

注
意 

◯集団接種　問 �80・1268

―山中―�三
みっ

ツ
つ

滝
たき

山あいをぬうように、Ｓ字を描いて流れるこの滝の落差は

３段10メートル。

まわりには、常緑の葉を茂らせる草が多く、真冬のこの季

節でも、緑が水にはえています。でも、やはり水は冷たい。

ポリオ追加接種(昭和50年から52年生まれの人)
　昭和50年から52年生まれの人は、厚生労働省の調査で、ポリ 
オの抗体が低いことが判明しています。これらの人は、ポリオ 
を接種した自分のお子さんの便などから感染する恐れがあります。 
市では、これに対処するために、任意による追加接種を行いま 
す。下記の対象者に該当し、希望する人は、接種日１週間前ま 
でに母子手帳を持参して健康づくり課に申し込んで下さい。 
★対象者　昭和50年から52年生まれの人で、ポリオを接種する 
　　　　　乳幼児の保護者かその同居家族。ただし、過去にポリ 
　　　　　オを２回接種してある人。 
★接種日時　乳幼児と同日･同会場で行います。 
★申し込み・問い合わせ　健康づくり課 � 80・1268

�80・1270
テレホン健康相談 

月～金　午前9時～正午 
（健康づくり課） 

わたし、
おぼうし大好き！

海が大好きで、海の日に
生まれたの。
大好きなパパとも
おなじたん生日
なの。

村井　海
あま

音
ね

ちゃん 平成11年7月20日生まれ（青木）



ふ
る
さ
と
を
想
う 

　 東
京
都
立
川
市 

80

  

立川市

綾部立子さん
（鶴岡）

☆人口 約16万人　☆面積　24�

☆特徴… 米軍基地の跡地を活用した国営昭和記念公
園。水鳥の池、子どもの森、サイクリングコースなど
四季折々に楽しめる公園として市民の憩いの場となっ
ています。

▲国営昭和記念公園

異国文化がただようまち

東京都のほぼ中央に位置し、東西に多摩川が、北部
に玉川上水が流れています。そこが、私が生まれ育っ
た町、立川市です。
私の幼いころには、米軍駐留基地の町として、まち

にはジャズが流れ、アメリカ人が居て、英語の会話が
あり、市民の大部分の人が基地に依存するものでした。
基地の町で成長した私にも楽しい思い出が沢山あり

ます。その中でも、クリスマスの大パレードは、立川
駅前広場から米軍基地正門までオープンカーが連なり、
何人ものサンタクロースやお姫様が、招待された幼稚
園児や小学生に美しいプレゼントを渡してくれました。
ドキドキしながら受け取り、私は体中で喜びを味わっ
ていた事を覚えています。その基地も返還され、跡地
は国営昭和記念公園となり、市民の憩いの場として活
用されています。
また、武蔵野の面影を色こく残していた玉川上水付

近や多摩川の支流、根川へは友達と自転車に乗りよく
遊びに出かけたものです。魚つり、水浴び、雑木林で
の虫取りや写生会など思い出が一杯です。今では、玉
川上水附近も人口増加と共に開発が進み、ケヤキ並木
の大木も数少なくなりました。
立川駅に平成12年、モノレールの駅が出来、駅ビル

商業圏として大変貌！モノレールは平成時代の立川市
体験の足として心動かされます。
ふるさとは私にとって新しきロマンを生み出す息吹

です。
富津市にきて29年が経ちましたが立川市と気候も変

りなく過ごしやすいところです。大河の流れの様にゆ
ったりと大らかに時を過ごせ、幼いころ、遊びまわっ
た玉川上水辺りと似ている富津市（鶴岡）での生活を
満喫しています。

気をつけよう!毎月10日は「交通安全の日」です

（8）

スキー協会の皆さん

冬が来て、雪の便りが聞こえてくるころ、我らスキー
協会の面々は、スキー道具をいそいそと取り出し心はは
や、雪上へと向かいます。１月には毎年蔵王スキーツア
ーを開催して、ゴンドラ側の宿に泊まり、スキーで疲れ
た後は温泉へと出かけます。
３月になると、いよいよ冬季県民大会への出場です。
大会種目は、２種類で、大回転とノルディック競技を行
います。大回転は旗門をくぐり滑り降り、ノルディック
はリレー競技を行います。ノルディック競技はリレーの
ため、選手と応援者が一体となり、とっても盛り上がり
ます。
最近は、道具も良くなって、ノルディックスキーも手
軽に楽しめるようになりました。雪の五色沼散策や檜原
湖横断をやったこともあります。やってみたい方はどう
ぞ気軽にお申し出ください。スキーに自信のある方もお
待ちしています。
一緒にスキーを楽しみましょう。
連絡先　鎌

かま

田
た

和仁
かずひと

�87･2012

新
春
、
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
・
船
祝

い
・
成
人
式
と
取
材
し
ま
し
た
。

何
か
に
取
り
組
む
姿
、
こ
れ
か
ら

の
夢
あ
る
姿
は
素
敵
だ
と
思
っ
て

い
る
と
、
ふ
と
、
対
照
的
な
我
が

姿
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。
梅
の
花

も
だ
い
ぶ
ほ
こ
ろ
び
、
ふ
き
の
と

う
も
芽
を
出
し
て
い
ま
す
。
し
ん

と
し
て
い
る
木
々
だ
っ
て
こ
れ
か

ら
芽
吹
く
準
備
を
人
知
れ
ず
し
て

い
る
は
ず
。
私
も
遅
れ
ば
せ
な
が

ら
夢
を
持
と
う
。
（
し
も
つ
ま
）

富
津
市
民
憲
章

◯
恵
ま
れ
た
自
然
を
生
か
し
、
美
し
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

◯
友
愛
と
感
謝
の
気
持
ち
で
、
明
る
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

◯
と
し
よ
り
や
こ
ど
も
を
大
切
に
し
、
幸
せ
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

◯
健
康
で
仕
事
に
励
み
、
豊
か
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

◯
教
養
を
高
め
、
文
化
の
香
り
高
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

1
月
14
日
、
富
津
公
民
館
で
成
人
式
が
行
わ
れ
、
市
内
で
は
6

9
2
人
が
大
人
の
仲
間
入
り
。

艶
や
か
振
り
袖
姿
や
ス
ー
ツ
姿
の
5
3
4
人
が
出
席
。
成
人
と

し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

ー
20
歳
の
顔
・
顔
・
顔
…
ー

1月1日、恒例の元旦マラソンに94人が、3会場で行
われた歩こう大会には、660人が参加。
新春の清々しい朝を元気にスタートしました。

ー
元
旦
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

マ

ラ

ソ

ン

歩
こ
う
大
会


